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　日本における木材工業一製材，合板，木製家具，繊　　が，工業出荷額では紙パルプおよびその加工品が最大

維板，削片板，防腐処理等一は約5万の事業所と50万　　　で，次いで製材，家具，合板の順である．これらの工場

人の従業員から成り，日本の諸産業の中では中程度の規　　　を集約し，能率的に，また近代化のために木材工業の工

模である．日本の現在の産業政策は重化学工業化，電子　　場団地fヒを行政機関の主導で促進されている．

産業の育成，さらにプラント産業の拡充等にあることか　　　日本の合阪生産髪は戦後大きく伸びたが，この5年間

ら考えて，木材工業は零細規模の経営と低い加工度によ　　は停滞を続けている．現在の合板は原料高製晶安である

って，日本産業界で占める序列はそれ程高くない．例え　　　（第1図）ため，生産制限のヵルテルが絶え間なく続い

ば，国策的に重要な輸出品目中に，木材工業の加工品に　　た．

見るべき物はない．しかしながら，住宅建設に多量の木　　　木材を大量に使用する日本の木造住宅の建設は低迷を

材を使用することから，国内経済の刺激要因として，木　　続け，1973年の195万戸を最大に，その後150万～160万

材工業はやはり重要であろう．日本の輸入品目のなか　　　戸の新築にとどまっている．しかも1975年より木造住宅

で，輸入金額が石油，食料品に次いで木材は第3位であ　　に使用する木材の量が減少していく傾向がみられる．し

り，また世界の丸太の総輸出量の内，その50％が日本へ　　　たがって・1978年迄のこの5年間は日本の木材工業が経

輸入されること，また製材品を含めても30％に達するこ　　営技術共に不振に苦しみ続けた．

とから見て，日本国内での需要がいかに大きいかが推察

される・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお，この論文は1978年3月に中華民国台湾省にある

　世界の木材需要の将来の見通しは今後20年間に30％程　　国立台湾大学，中興大学，屏東農業短大，および嘉義農
　　　　　　　　　　　　　　1）
度増大していくと予測されている．先進国では木材の殆　　　業短大でおこなった特別講演を取りまとめたものであ

んどが工業用原料として使われ

るとみられる．日本の木材需要

は1956年より1973年まで増加の　　　窒
　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　q一途を辿ったが，石油危機以降　　H200
　　　　　　　　　　　　　　　　　①
は停滞を続けている．そのため，　・冒

国内の木材生産も減少したが，　　｛150
　　　　　　　　　　　　　　　　2
しかしながら，木材の輸入依存　　　雷

　　　　　　　　　　　　　　　　2率は依然として65％を超えてお　　　o1oO
り、この率はこの数年変わらな　姜

い．これらの木材は東南アジア，

北米，シベリアから主に輸入し　　　　　　1246810122468101224681012246
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1975　　　　　　　　　　　　　　　　1976　　　　　　　　　　1977　　　　　　　　　　　　1978
ている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YEAR
木材工業の工場数は製材工場　　　　　F1g1Who1esa1e　Pr1ce　Index　of　Wood　and　Wood　Products

や家具工場がその大半を占める　　　　　　（Source：Bank　of　Japan：Yearbook　of　Price　Index）
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Table 1. Export and Import of Japan, (1976) 

Exports Im ports 

67 , 225 millon 64,799 millon 
U. S. dollars U. S, dollars 

lron and Steel 15.60/0 Crude Petroleum 32.70A 

Automobiles 15 . Oolo Foodstuf f 14 . 5010 

Ships 10 . 5010 Wood 5 . 5010 
Television 7 . 6010 Coal 5 . 5010 
Fiber and Textiles 6 . 3010 

Chemicals 4 . 3010 

N~nmetalic I . 4010 
lronore 3 . 6010 Minerals 

Source : Customs and Tariff Bureau, 

Ministry of Finance 
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Table 2. Number of Establishments 

Industrial groupe 

Food and kindred products 

Textiles 

Apparel and related products 

Lumber and wood products 

Furniture and fixtures 

Pulp, paper and allied products 

Publrshmg, prmting and allied 
mdustnes 
Chemicals and allied products 

Petroleum and coal products 

Rubber products 

Tanned leather products 

Ceramic, stone and clay products 

lron and steel 

Non-ferrous metals and products 

Fabricated metal products 

Machinery, excl. electric 

Electric machinery, equipment 
and supplres 

Transport equipment 

Precrsion instruments 

Ordnance and accessories 

Other 

No. of 
establrsh-

ments 

87 , 838 

1 16 , 692 

38 , 432 

47 , 622 

38 , 854 

17 , 505 

35 , 388 

5 , 704 

80 9 

6 , 285 

10 , 287 

32 , 162 

8 , 288 

5 , 672 

81 , 564 

55 , 397 

30 106 

20 , 847 

10 412 

21 

58 , 562 
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etc. by Industrial Groupe in Japan (1973) 

Persons Value of Annual Ratio of establishments 
engaged 
( 1000 

persons) 

shipment mcome under 10 persons to all 
(millron per a establrshments 
U. S. ~) person $ (olo) 

l , 153 

1 , 167 

497 

510 

317 

334 

486 

466 

43 

170 

86 

585 

528 

228 

910 

1 , 191 

1 , 399 

985 

261 

2
 

642 

34 , 380 

21 275 

5 , 544 

12 259 

5 , 386 

11 , 317 

9 , 707 

24 274 

9 , 709 

3 , 735 

l , 679 

13 021 

29 929 

13 , 939 

19 391 

30 343 

34 , 067 

37 , 136 

4 , 609 

33 

13 , 788 

2 ,743 

2 , 678 

2 , 112 

2 , 929 

2 , 809 

3 , 930 

4 , 555 

5 , 278 

5 , 654 

3 , 994 

2 , 836 

3 , 644 

5 , 857 

4 , 918 

3 , 687 

4 , 561 

3 , 704 

4 , 752 

3 , 812 

4 , 656 

3 , 119 

76 

85 

72 

72 

84 

67 

74 

39 

45 

67 

83 

64 

44 

61 

77 

70 

51 

66 

69 

38 

79 

l U. S. dollar=308 Yen (1973) 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3表に示す．1973年末に生じた石油危機で，その後の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生産額や付加価値の伸びは落ちたが，自動車を含む輸送

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機械やカラーテレビを含む電気機械の好況産業は1970年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に比して50％増加した．これに対し木材工業は7％低下
　ω
　』　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した．木材の消費量の減退と同時に，第1図に示すよう
　①
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に，原木丸太の値上りと合板製品の値下りがあり，その
　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
　｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他に電力，重油が249％，名目賃金が230％の増加をした
　○
　自　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので，木材工業の経営は現在なお不況に苦しんでいる．
　◎

　婁
　看　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．木材の需要経過と社会背景
　◎
　睾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2図に示すように，1955年より1976年の約20年間

　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に，日木の木材消費を賄う総供給量は0．66億m3から1．O

　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～1．2慮m3の約2倍に増加した．しかしその供給源の国
　q
　目
　ω　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産材は0．61億m8から0．35億m3に減少し，輸入材は0，025

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　億m3からO．67億皿3へと約25倍増加した．このように輸
　　　08　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入材が増加し，国産材が減少した理由は林業白書（昭和
　　　06
　　　1…㈹伽・・側舳…川・・㎎　52年度）に・その珪会的経済的背景を要領よくまとめて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YEAR　　　　いる．それによれば，

　Fig．2SupP1y　of　Wood　and　Wood　Products　in　　　　（1）経済拡大政策によって，公共投資、民間設備投
　　Japan　（Source　Forestry　Agency　m　Japan，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資，住宅投資が活発になり，1961～1962年に急激な木材
　　Supp1y　and　De皿and　Tab1e　of　Wood）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の需要により日本産針葉樹材の価額が高騰した．そこ

　日本の業種別工業規模が第2表に示される．木材工業　　　で，国産材の増伐，木材の輸入促進，木材輸入港湾の設

や家具工業は事業所数の多い割に従業員は少ないから，　　傭と拡充をおこなった．また，1962年に米材の輸入自由

工場規模は零細である．また，従業員10人以下の事業所　　　化，1965年に丸太の輸入自由化をおこない，国産材の価

が72％を占め，これは日本の諸産業でも平均に近い．木　　額上昇と相まって，輸入材の採算がとれ木材の輸入促進

材工業は加工度が概して低く，賃金は2000ドル台（1973　　がなされた．

年）と，軽工業の低いグループに属し，石油，鉄鋼等の　　　（2）1965年～1970年の期問は設備投資に伴って，木材

半額に近い．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の需要は依然として増大し，他方，建築物の非木造化が

　日本の主要産業である鉄鋼，電気機械，輸送機械等と　　進むなかで，住宅ローンの創設で木造住宅の建築も増大

木材工業をこの5年間の生産額と付加価値の経過対比を　　　した（第8図）．この時期の国産材は減少したが，1965年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に外材は2，020万㎜3から，1968年の

　　Tab1e3Productl㎝Indexes　of　Se1ected　Industr1es　m　Japan　　　　4，280万m3へと3年間で実に2倍に
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EXPORT S 

1954 56 '58 '60 '62 '64 '66 '68 '70 '72 '74 '76 '78 

Lumber & All 
Pul p 

Food 
lron 

Yea r wood and and 
Electric Transport 

industries 
products paper 

stuf f 
steel machinery equipment 

Weight of production value 

1970 100 100 100 lOO lOO 1 OO lOO 
1972 l lO 102 1 08 l09 l06 ll6 123 
1973 l 28 1 05 l 23 116 132 1 38 141 
1 974 124 94 118 114 130 136 142 
1 975 112 87 l 04 112 115 114 142 
1 976 1 26 93 ll7 ll7 1 24 1 49 151 

Weight of value added 
1 970 100 100 100 lOO lOO 100 100 
1972 110 102 l09 109 l05 116 123 
1 973 1 27 1 05 1 23 114 1 29 139 141 
1974 124 94 118 113 l 28 1 40 143 
1975 110 87 104 llO lll 117 l 42 

l 976 1 25 93 118 ll6 l 20 152 151 

Source：Japan　Statlstlca1Yearbook，Bureau　of　Stat1st1cs，Offlce

　　　　of　the　Prime　Minister（1977）

なった．また，1969年には総供給量

の半分が外材を占めるに至った（第

2図）．

（3）大都市を申心とした公的住宅

の供給や大手企業の住宅供給は木材

の取引単位が大型化し，均質規格化

された製材品の大量供給が要請され

ている．国産材は品質，色調，親し

み等の面で優れた商品特性を示す．

しかし国産材丸太供給の小規模取引

や資源の制約もあって，同一規格製

品を大量に取引し，新しい需要に十

分応える体制になかったため，次第

に外材輸入が主流となった．
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Fig．3Trends　in　Wood　Products　Imports　to
　Japan，1955－1976，（Source　　M1n1stry　of

　Fmance，Japan　Month1y　Report　of　Fore1gn
　Trade　in　Japan）
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（4）国産材と外材との価格差に間題がある．建築用製

材品の米ツガと国産のスギ，ヒノキと比べると，スギで

2～3割，ヒノキで2倍以上価格が高く，建築単価引き

下げのため，国産材と外材と紺合せ使用し，さらに住宅

様式の変化で，木造住宅に洋風の部屋が増加する傾向に

あり，日本特産の無節の化粧材の需要の減少もあり，外

材の進出する一因でもあった．

（5）外材は商杜による信用供与を背景に，国産材に比

して取引条件が一般に有利であり，加工流通の段階でも

外材利用の傾向を促進した．

“00D　BASED　FUELW00DS　＆

MATERIAL　　　　CHARCOAL

PULP

PLYWOOD

JAPAN
I97ヨ

WOOD　BASED　FUELWOOD‘＆．

MATERlAL　rCHARCOAL
　　＼

PULP
FUEL“100D

　AND

　3．　目本への輸出先と樹種

　日本への木材の輸出地域は第3図に示すように，東南

アジア，北米，シベリア，およびニュージーランドが主

な地域である．輸入材はこの20年間で実に20倍，10年間

で26暗に増加した．石油ソヨックで1975年には最高時

の80％に低減したが，その後やや回復した．

　東南アジアからの輸入材はインドネシア，マレーシア

・サバ，およびフィリッピンの3国で約97％に達する。

北米からは米国が90％，カナダが10％の割合である。こ
　　　　　　　　　　　　　　5）
のらの主な樹種は次のようである．

　南洋材：

　8んo榊吻，肋㈱んo榊吻．，乃肋6刎θ3妙．，を含

むD伽θκαゆ倣αθが圧倒的に多い．その他，地〃桃

∫妙．，0伽α肋刎物．，乃閉加α伽3妙．，〃o物ブ03

吻．，G・1州ツZω吻．，C醐加∫｛肋脇，Dα伽・g加吻．，

があり，フタバガキ科以外では137樹種に達す。

　北米材：

　λみ加8功ク．，　Cんα肋〃6ツクαブ加功ク．，J≧〃ψ6r鮒功ク．パ

ム必006み郷6舳榊〃∫，R脇3妙．，P3α〃0な〃gα倣刎一

伽〃，H舳3ψク．，T8〃gα8妙．，などである。

　北洋材：

　A肋8蜘んα1伽伽｛3，扮ω伽0㈱む，肋伽尾0ブ0伽一

ぬ，カ加ω3ツ1閉加5，ム〃虹加1〃プ加，などである．

　ニュージーランド：

　A閉zκα舳5妙，乃舳∫伽〃α肋などである．

　これらの樹種の原地の蓄積や国情から安定した輸入を
　　　　　　　　　　　　　　　　　11）
続けるためにも総合対策が必要であろう．

　4。木材の用逮

　日本の用材消費量O．95億m3のうち，製材品0．55億皿3，

パルプO．26億m3，合板0．11億m3，木質材料などO．02億

m3である．また薪炭材は0．01億m3であり，それらを第

4図に示す．米国や日本のように多木材消費のうち，大

半が製材品，合板，パルプ等のように工業用として用い，

　　　　　　燃料は非常にすくない．これは先進国特
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
　　　　　　有の木材消費パターンである．申国は発

　　PULP　　展途上国の典型的なパターンを示す．

LUMBεR・
PLYW00D

CmNA　OTHERS
1974

CHARCOAL

95　・　l　n‘NIコ　　　　　　　　　　　　　　　　　3371く106Nザ　　　　　　　　　　　　　　　　　1881くユ⑪6N一ヨ

F1g4Use　of　Wood1n　Japan　U　S　A，and　Chma
　（from　F．A．0．Report）

　　　　　　　　　　　＊
　製材品出荷量O．39億m8のうち，建築

用材77％，木箱④梱包用材7．7％，家具

建具用材7．2％，土木建設用材3％虫造

船車靹用材O．8％，その他3．7％の割合で
　　　　　　9）
消費している．したがって，製材品のう

ち実に77％が建築に用いられる。

5。合板の現状

合板の生産量の経過は第5図に示す。
＊この値は目本の製材工場のうち出カ7．5肺以上で取扱った集計である。



一96一 島根大学農学部研究報告 第12号

ω
』
①

も
暑

O
；
■

O
q◎1≡

1

婁

二

8昌
召
占

毛
婁
身
～

100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世界の大勢は1973年にピークを示す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　までの10年間，順調に増加の一途を
60

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辿った．日本は，第2次世界大戦後

40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から1973隼迄の約20年間合板の生産

30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量は一貫して増加した．1973年以後

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は世界の大勢と同様に生産量が低減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傾向を示した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米国の合板生産の伸びは1964年を
10

　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．境に鈍化した．日本の場合は米国よ

　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り5年遅れて1970年を境に鈍化をみ

　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せかけたが，1970年～1973年の折か

　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らの世界的好況と日本の木造住宅の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新築ブームで，合板工業は活況にあ
　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った．合板生産量の増加と合板価格

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の上昇で得られた利益で1974年に過
　1
0．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大な生産設備がなされた．1973年末

O．6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の石油危機で早くも1975年には合板

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の消費減退と過剰生産によって，合
0．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板価格は低迷した．第1図に示すよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うに，合板価格は1970二100とする
O．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と1973年には153．1974年には135を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示したのち，1976年に回復したが，

0．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般の卸売物価指数より約20％も価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　格の低迷がみられる．
O．06
　　　1956’58’60’62’64’6668’70’72’74’76’78　　　　　　　　　合板工業の不況は1975年3月には
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YEAR
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生産量二出荷量＝在庫量となり，最
　F1g　5P1ywood　Product1on　se1ected　Countr1es（Source：F　A
　　　O．1974The　Year　Book　of　Forest　Products，and　others）　　悪の事態になり・普通合板製造業は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「中小企業団体の組織に関する法
Tab1e4．Nu皿ber　of　Mi11s　and　Production　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　律」に基づく不況カルテルを実施した．それは，
　　Va1ue　of　Wood　and　Wood　Products　in

　　Japan1975or1976　　　　　　　　　　　　　　1975年1～3月　28％減産，休日のほか各月6日間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　操業停止

･ ･ ･1-!~P 

¥
~
r
r
J
r
]
d
 
U
.
 
S
.
 
A
.
 
<
~
 
J
a
p
a
n
 
{
 
U
.
 
S
.
 
S
.
 
R
.
 
C
 
a
 
n
 
a
 
d
 
a
 
<
:
-
 
K
o
r
e
a
 
~
:
-
 
T
a
 
i
¥
v
a
n
 
4
-
 
B
r
a
z
 
i
 
l
 
<
:
-
 
F
r
a
n
c
e
 
~
r
 
F
 
i
n
 
l
a
n
d
.
I
t
a
 
l
~
'
.
 
W
~
s
t
 
G
c
*
r
m
'
I
n
¥
 
~
l
 
~
 
c
.
 
S
 
I
n
g
a
 
p
o
 
r
e
.
 
d
~
_
 
S
 
p
a
 
i
n
.
 
P
o
 
l
i
l
 
n
d
 
.
 
R
 
u
m
 
a
 
n
 
i
a
 
r
L
 
P
 
h
 
i
 
I
 
I
 
i
 
p
p
 
i
n
 
(
*
 
l
¥
I
a
 
l
a
 
¥
'
s
 
i
a
 
.
 
C
 
z
e
c
 
h
,
 
)
s
~
 
I
(
 
)
¥
'
a
 
k
 
i
i
i
 
~
-
 
I
n
d
i
a
 

.1r 

I
 

// ~ L
L
l
 
e
"
"
f
 

l
l
 

-1. 

f
 

~
l
 
/
/
-;

f
 
_
/
 
l
 

/
 
,
 

P h i I i i pp ine 

/
 

r
 
/
 

/
 

/
 

Production 

kind of mills No. of mills value 
(millon U. S. 

Dollars) 
Sawmills 23 , 405 4 , 500 

Chi pmills 7 , 176 487 

Plywood 711 1 , 953 

Flooring 99 308 
Particleboard 22 65 

Fiberboard 18 1 08 

Laminated wood 182 149 

Wooden furniture 13 , 037 3 , 391 

Preservative treating 
plant 

ll5 82 

Pul p 15 420 
Pulp, paper & 
Pa perboard 

660 5 , 325 

1do11ar＝308yen，Source　M1n1stry　of
Internat1ona1Trade　and　Industry，Research
and．Stat1st1cs　Department，Stat1st1ca1Yearbook
of　Materla1s　for　Bu11dmg

　　　　4～6月　　　〃　，9割のメーカー参加

　　　　7～9月　自主操短

　1976隼12月～1977年6月　　　同　　　上

　1977年1～6月　　　　　　　同　　　上

　1977年7～8月　強制不況カルテル（農林大臣命令，

　　　　　　　　　1ケ月当り，5～6日のウイークデ

　　　　　　　　　ーの休業，2～2．5割の減産

　1977年9～1α月　自由不況カルテル

　1977年11月～1978年3月　強制不況カルテル

　8回にわたる不況カルテルを実施し，生産制限をした

が，合板設備改善等で生産量は増加した．遂に合板生産

設備ラインを廃棄することになった．これは政府出資で

日本合板連合会が合板設備を買上げ，12％の設傭廃棄を

することとなった．これは合板生産の25～35ラインに相
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　　　1956’58　’60　’62　’64　’66　’68　’70　’72　．74　’76　’78

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YEAR
Fig．6Trends　in　Numbers　of　Wood　Products
　Factories　in　Japan．（Source：Forestry　Agency：

Supp1y　and　Demand　Report　of　Wood，etc，）

Tab1e5Number　of　Sawm111s　C1ass1f1ed　Accordmg

　　　to　Power　Use　from1960to1975

from 7.5 from 22 . 5 from 37 . 5 

Year under to 22.5 tO 37.5 tO 75 over 
7. 5 kw. 

kw. kw. kw. 
75 kw. 

1 960 4 , 178 14 , 807 5 , 594 3 , 046 782 

1 965 2 , 625 11 , 495 6 , 646 6 , 874 1 , 788 

l 970 1 , 395 8 , 125 6 , 704 6 , 349 3 , 368 

1 975 699 6 , 201 5 , 579 7 , 035 4 , 815 

Source：Stat1st1ca1and－Informatlon　Department，

　　　　Mm1stry　of　Agr1cu1ture　and　Forestry　of

　　　　Japan，Year　Book　of　Wood　Demand　and

　　　　SupP1y　Report．

当する．

一97一

　　6．工場数の推移

　　6．1．製材工場

　　1875年にわが国で開設された製材工場は，その後急
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
　速に発達し，1940年には工場数2万3千に達した．第

　2次世界戦中および直後に減少したが，1950年には

　3．5万に達した．その後，第6図に示したように，1956

　年より1976年迄減少の一途をたどった．しかし製材工

　場数の内容を検討すれば，従来からの日本産材製材の

　ために，山元や地に方あった零細製材所は，日本産材

　の供給量減少（第2図）のため，この10年でほぼ半減

　し閉鎖がつづいた．このことは製材工場数22．5kw

　以下は顕著な減少を示し，輸入木材の増大に伴なっ

　て，輸入港近くに大型の製材工場の新設が著しい（第

　5表）．とくに各地に散在していた製材工場は臨海地

域の木材工業団地の造成によって，従来の工場を廃

　し，能率的な大型新鋭製材工場を建設したことなどに

　よって，動力数75kw以上の製材工場は顕著に増加

　した（第5表および第7図）．これは主に輸入材専用

　の製材工場は4倍増となっている．生産額は1兆4干

　億円に達した（第4表）．

　　6．2．家具工場

　　家具工場は製材工場に次いで多く，また零細工場が

　大半である．この15年間，工場数は12～14干の問を増

　減している．しかも1975～76年の生産額は1兆円に達

　している．

　　6．3．チップエ場

　　廃材利用のため，各種の木材工場に付置された併設

　工場であり，ヂップは加工度が低いため，チップ加工

　専門の企業や工場はこく塵かである　廃材の局度利用

　が盛んになった1960年頃より増加の一途を辿り，1970

　年にはピークに達した．ヂップそのものに単独商品と

　しての付加価値がないため，工場数に比して，生産額

　は著しく低く150σ慮円程度である（第4表）．

　　6．4．合板工場

　　合板工場数は1960年代の発展興隆期を経て，1970年

　代は700工場前後にとどまっている．この内訳をみる

　と，1977年の場合，単板専用工場60，普通合板専用工

　場184，普通合板と特殊合板併用工場40，特殊合板専

　用工場410，の総計694工場であった．この10隼間の推

　移として，普通合板は1970年の284工場（最大）から

　1977年の224工場（最小）へと，これに対し，特殊合

　板と普通合板の併設工場は1974年に512工場のピーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
　を示したが，1977年には450工場に減少した．

普通合板工場は従業員100人以上のものは全体の6割を

占めるが，特殊合板工場は50人未満が全体の7割を占め

ている．
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F1g7Locat1o鵬Map　of　Wood　Industrla1Park　m　Japan

　生産額は1975年に6干億円（2σ慮ドル）に

達した．

　　　　　　8）
　6．5．その他

　6．5．1　オガライト

　木粉鋸層を加熱圧縮し固型した燃料で，鋸

暦廃材利用の観点からオガライトを生産した

ために過当競争を繰返してきた．工場数は

1968年をピークに減少した．生産量も同年の

890干トンから1975年の518干トンに減少し

た．これは家庭用風呂燃料が，薪やオガライ

トからガスやプロパンガスの流体燃料に代っ

たためである．

　6．5．2．集成材工場

　集成材工場は不況にもかかわらず，新増設

がなされ，182工場に達した。しかし従業員

50人以下の企業が66％を占め，中小零細業者

が多く，300人以上の工場はわずか5社であ

る．製材業との兼業が多く，これらは主に化

粧ばり造作用集成材をつくっている．集成材

の生産量推移は

　　　　　　　　　　造作用　構造用（干m3）

　　昭和40年度　　　　　　17　　　　3

　　昭和45年度　　　　　113　　　　8

　　昭和48年度　　　　　165　　　36

　　昭和50年度　　　　　157　　　61

　　　　　　　　　　　　　　　　　■

Tab1e6．Location　of　Wood　Industria1Parks　in　Japan

Year

Bemg　p1anned
Under　construction

In　uSe

1969
Coasta1

26

25

11

l1・・…1・・…

4
2

10

30

27

21

1972
Coasta1

8
32

22

In1and

1
7
17

1・・t・・

9
39

39

1975
Coasta1

16

13

35

l1・・…

11

3
23

Tota1

27

16

58

Source・Rmya　Kosalka1　Japan　Forestry　Year　Book　m1977，Tokyo

■

のように，最近構造用集成材は全体の2～3割を占める

ようになった．

　6．5．3．　フローリングエ場

　フローリングエ場はこの20隼間減少の一途であった．

これはフローリングを大量消費してきた学校等公共建築

物が木造より，コンクリート造に移り，床表面にビニタ

イル等を貼ったためである．また住宅等の木造住宅も板

間が減少し生活様式の変化でカーペットを敷いたり，石

油化学製品プラスチックタイルや長尺シートが増加して

いる．これらは特にインテリアに変化をつけることが出

来るため，好まれている．

　6．5．4．防腐処理工場

　電柱，枕木等がコンクリート製品となって木材は使わ

れなくなったが，木造建築の土台を主に，他にコンテナ

ーや冷却塔などに用いられる。なによりも木造建築の土

台の防腐処理が大きい．工場数は100前後で，若干増加

傾向がある．

　6．5．5．紙パルプエ場

　パルプ，紙および板紙の事業所は660（1975年）あり，

従業員300人未満の申小工場は91％を占める．パルプは

15工場で1293億円の生産額をもつ（第4表）．製紙やパ

ルプエ場新設には多量の設傭投資を要することや，紙の

需給に均衡がとれていること，また水質汚濁や空気汚染

等あり，環境にマイナスの作用をするため，工場の拡張

新設はみられない．主に老朽設備の更新工事や公害防止

施設等の投資が多い、
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　Fig．8F1oor　Area　of　New　Bui1ding　Construction．

　　（Source　P1annmg　Bureau，Mlm1stry　of　Construct1on，

　　Japan　Stat1st1ca1Yearbook　of　Bu11dmg，1977）

6．5．6．繊維板と削片板

　比較的大きい設備投資を要することと，需要がもう一

つ伸びず，工場数もあまり変化がない．

　　　　　　　　　8）10）
　7．木材工業団地

　昭和35年（1960）に政府が申小企業集団化政策を打ち

出し，各種の工業団地がつくられた．この法的根拠は「

中小企業近代化助成法」にもとづき，国が必要な助成を

おこなう．木材工業は昭和38年頃から土地造成が完成

し，昭和40年代に次々と団地が完成した．その状況を第

6表と第7図に示す　1975年には海岸地帯に35ケ所，内

陸に23ケ所が稼動中である．それぞれの団地には家具工

業団地とか，製材工業団地とか地域によって特徴を示す

　このような木材工業団地は，工場が周辺庄民に与える

環境悪化を除き，工場が効率的に機能するように集めら

れたものであり，工場団地で操業工場は全国で1524（1975

年）に達し，最も大きいのは大阪岸和田木材コンビナー

トに275工場がある

8．木材工業における住宅建設のウエイト

わが国の木材消費のうち，製材品の77％，合抜の殆ん

どが，建設や庄宅建築に用いられ，また集成材，フロー

リングも住宅や建築に用いられる．従来から木材の消費

量は建築に左右されているといわれてきた

が，どの程度関係するか検討しよう．

　第8図によれば，新築の建築物の床の総面

積は順調に拡大してきた．1973年にピークに

達し，オイルショック後1970年の着工量まで

落込み，その後の回復は遅れている．全新築

建築物に対する木造建築の占める割合は，

1962年以前は50％以上であったが，その後は

50％を割り，非木造建築，例えば鉄筋コンク

リート造，鉄骨造，などの増加が著しい．住

宅の場合も，1963年までは100％近くが木造

であったが，都市部の人口集中と土地価格の

上昇で，都市部の中高層鉄筋コンクリートの

アパートの建設が進んだ．そして1975年には

73％が木造住宅，27％が非木造住宅になっ

た．いま新築木造住宅の床面積と住宅用製材

品と合板との需要量の合計との関係を示した

のが，第9図である．これによれば，柏関係

数R；0971c非常に密な相関関係がみられ

る．この一次式を示す直線より右側（正）に

点が落ちれば，一戸の住宅の単位面積により

多くの木材が度われたことになる．しかしな

がら，1975年と1976隼は大巾に直線より左側

（負）に移り，住宅の単位面積に使われる木材が大巾に

減少したことを示す．これは建築コストの上昇で柱の数

を減すとか，より薄い合板を使うとか，建築材料の多様

化で，外装のサイディングボードの代りにセメントモル

タル塗り，木枠窓にアルミサッシ，天井板に石こうボー
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ドや鉱さい綿，木のフローリングの代りに長尺のビニル

シート，ビニタイル等の使用が考えられる．

　以上のことから，相関式によって木材の需要予測が，

住宅の新築届出とか住宅金融公庫串請等で，数ケ月先の

分を確実に出来るだろう．

　住宅の新築は先進国で人口干人当り毎年10軒，発展途
　　　　　　　　　　　　　ユ）
上国では2～3軒と見込まれる．一方わが国の現在の住

宅戸数は全世帯数を上廻っていることと，毎年13～14軒

（人口千人当り）が新築されていることから，わが国の

建築用木材はこれ以上の急激な拡大はみられないと考え

られる．

　土地高騰で，建坪面積の大幅拡大が望めない現在，木

材の需要拡大は住宅一戸一戸の木材使用量の拡大，とり

わけ枠組壁工法の普及，製品の高度加工による付加僑値

の増大以外に道はないと思われる．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s咽㎜醐町

　In　Japan，the　wood．industry，i．e．，1umber，P1ywood一，wood．en　furniture，fiberbo－

ard，Part1c1eboard．，and　pu1p＆Paper，co皿s1sts　of　about50，000estab11shments　and

aもout500，000emp1oyees　The　wood　md．ustry　ranks　about1皿1dway1n　average　s1ze

as　co血pared　to　a11other　industries　in　Japan．When　considering　the　fact　that

present　po11c1es　of　the　Japanese　govemment　promote　the　growth　of　heavy　mdustry

（Che皿1ca1s1ron　and．stee1，automob11es），the　e1ectromcs　mdustry，and　manufactu＿

rers　of　hea∀y　equ1p㎜ent，the　wood．mdustry1s　not　so　mportant　Th1s1s　because

the　wood1ndustry1s1arge1y　sma11sca1e＝manage＝ment　and．has　re1atwe1y　s1mp1e

processes　of　manufacture　and　techno1ogy　Thus，govemment　po11cy　concemmg

exports　d．oes　not　mc1ude　efforts　to　promote　export　of　wood　products　Howeyer，a

great　dea1of　wood　and　wood．products1s　be1ng　used　to　bu11d．houses　Therefore

the　wood　三nd－ustry　is　i肌portant　as　a　factor　in　the　d－o血estic　economy．Among

1mports　of　prmc1pa1com血od－1t1es1n　Japan，wood　and－wood－Products　are　ranked

th1rd．after　petro1eum　and．food　stuff　The　extent　of　the　d．e1mand　for　wood　m　Japan

beco皿es　c1ear　when　rea11z1ng　that346％　of　the　wood一（roundwood　and．sawn

wood。）mported－by　a11the　countnes　m　the　wor1d1s1皿ported　mto　Japan

Wood　demand　m　the　wor1d1s　forecast　to　mcrease　m　the　near　future　In　de∀e1o－

ped　countr1es，wood　w1n　be　used．as　an　md．ustr1a1raw　rnater1a1　In　Japan，wood

demand　1ncreased　frolm　1956to1973，but　there　has　been　contmued－stagnat1on

since　the　oi1shock．The　prod．uction　of　domestic　wood．has　decreased，and　thus　the

d．egree　of　dependence　on　imports　（the　percentage　of　consu皿ption　fi11ed．by

1mports）has　reached．more　than65％　Fore1gn　woods　are1mported　mam1y　from

South－East　As1a，North　Amenca　and．S1ber1a

　The　factor1es1n　the　wood一皿dustry　are1arge1y1umber　m111s　and．fum1ture　facto－

nes　Howeマer，m　prod．uct1on　va1ue　pu1p　and　paper　m111s　and．board．precess1ng
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plants are in first place, followed, in order, by lumber mills, furniture factories, 

and plywood factories. The number of lumber mills has been decreasing for the 

last two decades, but both value and amount of production are increasing, since 

the mills have become larger 

The government and the banks supplied of government fund and others are 
promoting and Linancially supporting the development of specialized industrial 

parks, among them those for wood industries. Usually an new area is developed 

by the local government and various small factories and shops are gathered 

Incentives are provided by including playgrounds and apartment buildings for the 

employees . 

Plywood production in Japan grew remarkably in the past, but now continues 

to stagnate since five years ago. The building of residential housing also continues 

to be stagnant at 1.5 million 1.6 millon houses per year after the peak of I .95 

million houses in 1973. The amount of wood used for wooden dwellings has been 

decreasing since 1975, and the amount of non-wood materials has been increasing 

The Japanese wood industry has been pluaged by a depression L0r the last five 

years . 


